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7 101

16 101

3 101

13 101

19 101

78 101

43 101

70

グループ
番号 適切な授精タイミング

1

1

10

1

1

1

10

1101

日乳量
偏差
-1.0

-2.6

-2.0

-0.2

-1.1

1.2

-0.8

-1.7

124 223
322

421

520

619

718

817

916

10
111213

14
15

休憩
休憩

19～5時
自宅

5～9時
搾乳等

15～19時
搾乳等

10～14時
昼作業

19～5時
自宅

5～9時
搾乳等

15～19時
搾乳等

10～14時
昼作業休憩

休憩

最
新
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し

効
率
化
を
図
る

今
回
紹
介
す
る
農
場
は
、
ご
子
息
の
就
農
を
機
に

2
0
0
2
年
に
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
を
新
設
し
、
飼

養
頭
数
40
頭
か
ら
90
頭
規
模
に
拡
大
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

当
時
は
ま
だ
普
及
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
を
県
内
で
い
ち
早
く
導
入
し
た
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
で
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
②
搾
乳
が
必
要
な
牛
の
追
い
込
み
③
牛
床

清
掃
④
飼
料
調
整
・
給
餌
⑤
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
掃
除
を

行
い
、
①
〜
⑤
を
午
前
・
午
後
に
１
回
ず
つ
繰
り
返
す
。

こ
れ
以
外
に
も
既
存
の
繋
ぎ
牛
舎
で
の
乳
牛
管
理
、
和

牛
繁
殖
牛
・
子
牛
の
管
理
、
自
給
飼
料
圃
場
の
管
理
な

ど
、
作
業
は
多
岐
に
わ
た
る（
図
）。

労
働
時
間
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
で
の
作
業
は
基
本
的
に
日
中
に
集
中

す
る
た
め
、
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

ま
た
、
大
き
な
労
働
力
増
員
を
図
ら
ず
規
模
拡
大
で
き

た
の
は
、
搾
乳
の
自
動
化
と
デ
ー
タ
に
よ
る
牛
の
管
理

を
達
成
で
き
る
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
貢
献
が
大
き
い
。

16
年
に
は
更
な
る
効
率
化
を
目
的
に
、
最
新
鋭
の
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
。
搾
乳
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
事
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
で
の
飼
養
頭

数
を
10
頭
ほ
ど
増
や
す
事
が
可
能
に
な
り
、
牛
の
追
い

込
み
作
業
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
を
、
旧
型
使
用
時
よ

り
１
時
間
短
縮
す
る
事
が
で
き
た
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
時
に
は
、
牛
の
個
体
識
別
の
た

データを活用する事で、最適な授精タイミングを確認する事ができる。実際には、発情
適期はカラーバーを見れば分かる。黒い丸が濃いオレンジ色の範囲内にある時が発
情適期。時間とともに丸いアイコンが右に推移する

コンピュータが活動量と反すう
時間をデータ化し、自動で発情
のタイミングを算出してくれる

発情のチェック

平均値

平均より低値の
牛を要観察反すう時間が短い牛は健康観察

が必要。こちらもデータを管理す
る事で細かく確認する事ができる

活動量と反すう時間の
データ

最適な授精タイミングの確認（イメージ）

今回紹介する農場の作業時間

健康の指標となる
反すう時間のデータ

搾乳ロボットとデータを活用

酪農場における
労働時間短縮の実例
酪農場における労働時間の短縮化は、国を挙げての喫緊の課題となっている。
今回は、搾乳ロボットをいち早く導入し、更なる効率化に向けた事例について紹介する。

《農場データ》
所在地：東北地方
飼養頭数：130頭（乳牛100頭、和牛繁殖・子牛30頭）
従業員数：４名（酪農部門は２名）

写真1

写真2

図

表

め
の
ネ
ッ
ク
タ
グ
を
使
用
す
る
。
こ
の
タ
グ
に
は
活
動

量
や
反
す
う
時
間
を
計
測
す
る
セ
ン
サ
ー
が
内
蔵
さ
れ

て
お
り
、
最
適
な
授
精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
牛
の
健
康
状

態
の
確
認
に
役
立
て
る
事
が
で
き
る
。
旧
型
の
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
で
は
搾
乳
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
い
た
が
、
最
新
機
種
で
は
２
時
間
ご
と
に
行
う

た
め
、
よ
り
こ
ま
め
に
デ
ー
タ
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た（
写
真
１
、２
）。

こ
の
農
場
で
は
、
ま
ず
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
確
認
が
必
要
な
牛
の
目
星
を
つ
け
て
か
ら
農

場
に
入
る
事
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
が
時
短
に
繋
が
っ

て
い
る
。
デ
ー
タ
に
よ
る
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
妊
娠
率
は
改
善
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

飼
料
内
容
の
見
直
し
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
も

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
用
に
あ
た
っ
て
重
要
な
事
は
、
い
か

に
牛
を
誘
導
す
る
か
で
あ
る
。
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
で

最
も
時
間
の
ロ
ス
が
大
き
い
牛
の
追
い
込
み
作
業
を
減
ら

す
べ
く
、
飼
料
内
容
の
見
直
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
だ
。
ロ

ボ
ッ
ト
内
飼
料
の
嗜
好
性
を
高
め
る
事
に
よ
っ
て
、
ど
う

し
て
も
追
い
込
み
が
必
要
だ
っ
た
牛
が
自
発
的
に
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た（
追
い
込
み
頭
数
15
頭

↓
8
頭
）。
更
に
、
効
率
的
な
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
利
用
の
指
標

と
な
る
リ
フ
ュ
ー
ズ
回

※
1数

も
増
加（
70
回
↓
1
4
0
回
）、

フ
リ
ー
タ

※
2

イ
ム
は
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
ほ
ど
短
く
な
り
、

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
更
に
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
も
含
め
、
今
後
も
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
労
働
時
間
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
く
。

※
1
牛
が
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
訪
問
し
た
が
、
前
回
搾
乳
か
ら
の
時
間
が
短
い
た
め
自

動
的
に
退
出
さ
せ
ら
れ
た
回
数

※
2
搾
乳
・
洗
浄
さ
れ
て
い
な
い
時
間
。ロ
ボ
ッ
ト
が
待
機
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
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